






























































































ᅗ ⑕౛ ᪥㱋 ⭡㒊図 4　症例 2　日齢 1腹部X-P　
腹腔内遊離ガス像（矢印）を認めた。












































































































図 7　症例 3　 3回目手術後経過








































































症例 原疾患 手術回数 手術日齢 初回時穿孔 肛門側腸瘻注入
１ 小腸閉鎖 ５ 20 なし なし
２ 胎便性腹膜炎 ３ １ あり あり
３ 腸間膜裂孔ヘルニア ５  5 あり あり
表1　当科における超低出生体重児消化管多次手術症例
　　　（症例 1は死亡退院、症例 2・ 3は生存退院）
－29－
6 ）窪田昭男、白石淳、川原央好ほか：低出
生体重児の消化管穿孔（NEC,FIPおよび
MRI）に対する手術と周術期管理 .小児外
科2008；40:800-807
